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interview－⑤－

映画「Shall We ダンス？」やテレビのバラ

エティ番組の影響もあって、ブームを巻き起

こしている社交ダンス。若者から高齢者まで

幅広い年齢層の人たちが気軽にダンスを楽し

んでいます。そのダンスのプロが集まる大会

で、目覚ましい活躍を見せるダンサーが宇城

市にいます。松本達明さん・美紀子さん夫婦

（松橋町曲野）。家族でダンスを楽しんでいる

松本さん一家をご紹介します。

左から松本達明さん、美紀子さん、賢一さん、美千子さん。後ろには

数々の戦歴を物語るトロフィーやカップ、賞状などが所狭しと並べら

れています。「音楽に乗って気持ちよく踊れることがダンスの楽しみ

です」と口をそろえる松本さん一家

　

こ
の
ほ
ど
、
ダ
ン
ス
の
西
日
本
選

手
権
大
会
と
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
が

開
か
れ
、
プ
ロ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

部
門
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
松
本

達
明
さ
ん
・
松
本
美
紀
子
さ
ん
カ
ッ

プ
ル
。
お
２
人
は
、
市
内
で
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
を
営
む
松
本
美
千
子
さ
ん

の
息
子
夫
婦
で
す
。
達
明
さ
ん
の

弟
・
光
祐
さ
ん
夫
婦
（
東
京
在
住
）

も
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
で
、
ア
ジ
ア
大

会
２
位
、
前
期
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

選
手
権
大
会
優
勝
な
ど
の
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

母
親
で
あ
る
と
同
時
に
ダ
ン
ス
の

師
匠
で
も
あ
る
美
千
子
さ
ん
は
、
息

子
夫
婦
た
ち
の
活
躍
に
「
う
れ
し
い

限
り
で
す
」
と
控
え
め
。
昨
年
銀
行

を
定
年
退
職
し
た
父
親
・
賢
一
さ
ん

も
現
在
は
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
手
伝

う
な
ど
、
家
族
で
ダ
ン
ス
の
素
晴
ら

し
さ
、
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。　

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
家
に
生
ま
れ
た

と
は
い
え
、
達
明
さ
ん
が
ダ
ン
ス
を

本
格
的
に
始
め
た
の
は　

歳
か
ら
で
、

１８

ダ
ン
ス
歴
は
約　

年
。
こ
れ
ほ
ど
の

１３

成
績
を
収
め
る
ま
で
に
は
、
険
し
い

道
の
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
毎
年
海
外
へ
レ
ッ
ス
ン
に
出
掛

け
ま
す
が
、
現
地
で
の
会
話
（
英
語

や
ド
イ
ツ
語
）
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
教
室
で
生
徒
に
教
え
た
後
に
、

自
分
の
練
習
時
間
を
つ
く
る
の
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
達
明

さ
ん
。
現
在
、
ダ
ン
ス
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
妻
で
も
あ
る
美
紀
子

さ
ん
は
、
高
校
時
代
の
同
級
生
。
ダ

ン
ス
に
興
味
を
持
っ
た
美
紀
子
さ
ん

が　

歳
で
習
い
始
め
、
そ
れ
を
き
っ

２０
か
け
に
２
人
は
付
き
合
い
始
め
ま
し

た
。
結
婚
し
て
か
ら
は
、
お
互
い
を

人
生
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

二
人
三
脚
で
ダ
ン
ス
三
昧
の
日
々
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
練
習
し
て
も
成
績
が
出
な
い
。

伸
び
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

３
年
前
か
ら
成
績
は
上
向
き
に
な
り

ま
し
た
。
海
外
で
の
勉
強
の
成
果
が

出
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
振
り
返

る
２
人
。「
日
本
各
地
、
海
外
な
ど

月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会

い
が
貴
重
な
財
産
で
す
」
と
話
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
ダ
ン
ス
の
世
界
は
奥
が
深
く
、

終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
挑
戦

す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
全
日
本
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

（
決
勝
進
出
）
を
目
指
し
ま
す
！
」

と
力
強
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
い
志
を
持
つ
お
２
人
の
こ
と
、

こ
の
目
標
は
近
い
う
ち
に
達
成
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
松
本
さ
ん
一
家

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
観
客
を
魅
了
す
る
達
明
さ
ん
・
美
紀
子
さ
ん
カ
ッ
プ
ル
。

２
０
０
３
年
度
・
２
０
０
５
年
度
の
ダ
ン
ス
ア
ワ
ー
ド
日
本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
大

賞
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
部
門
Ｊ
Ｄ
Ｃ
公
認
ダ
ン
ス
競
技
会
で
年
間
優
秀
選
手
賞
を
受
賞

ダ
ン
ス
へ
の
道　

―　
終
わ
り
な
き
挑
戦
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「
明
日
の
神
話
」
と
い
う
壁
画
を
ご

存
じ
で
す
か
？　

最
近
テ
レ
ビ
で
よ
く

報
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ご
存
じ
の
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
壁
画
は
大
阪
万
博
の
シ
ン
ボ

ル
・
太
陽
の
塔
を
制
作
し
た
岡
本
太
郎

氏
が
、
１
９
６
８
年
ご
ろ
に
メ
キ
シ
コ

の
ホ
テ
ル
に
飾
る
た
め
に
描
い
た
も
の
。

し
か
し
ホ
テ
ル
が
未
完
成
の
ま
ま
放
置

さ
れ
た
た
め
、
長
い
間
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
０
３

年
秋
、
壁
画
が
発
見
さ
れ
、
修
復
の
後
、

つ
い
先
日
、
汐
留
の
日
本
テ
レ
ビ
前
の

広
場
で
一
般
公
開
さ
れ
た
の
で
す
。
早

速
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
少
し
離
れ
て
正
面
か
ら
拝
観
。

は
っ
き
り
言
っ
て
私
に
は
意
味
不
明
で

し
た
が
、
異
常
な
重
圧
を
感
じ
た
気
が

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
解
説
を
熟
読
。

『
原
爆
が
炸
裂
す
る
瞬
間
は
悲
劇
の
世

界
だ
が
、
炸
裂
し
た
瞬
間
に
そ
れ
と
拮

抗
す
る
激
し
さ
、
人
間
の
誇
り
、
純
粋

な
憤
り
が
燃
え
あ
が
る
。
残
酷
な
悲
劇

を
内
包
し
な
が
ら
誇
ら
か
に
「
明
日
の

神
話
」
が
生
ま
れ
る
。』
と
あ
り
ま
す
。

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
ま

さ
に
「
明
日
の
神
話
」
を
体
現
し
て
復

興
し
、
同
時
に
核
兵
器
の
残
酷
さ
を
知

る
国
と
し
て
核
廃
絶
を
世
界
に
訴
え
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
な
ど
、
国
益
の
た
め
に
核
関
連
兵

器
を
ち
ら
つ
か
せ
る
こ
と
は
、
日
本
人

と
し
て
絶
対
に
許
せ
な
い
と
感
じ
た
１

日
で
し
た
。

「大好き！　日本食 !!」
　「日本の食べ物はどう？」とアメリカの家族や友

人によく聞かれます。日本に来る前は、日本の食べ

物については、照り焼きビーフ、天ぷら、すしなど

しか知りませんでした。

　しかし、日本とわたしには大きな共通点があり、

それに気が付くのに時間はかかりませんでした。そ

の共通点とは、食に対する探究心ということです。

日本に着いて初めての日、新宿を散策しました。レ

ストランの入り口に置かれている本物のような食べ

物の見本や、至る所にある過剰なまでの自販機、空

港や駅にある多くの積み上げられたおみやげ箱など

に魅せられました。そして、熊本に着いてすぐわた

したちの担当者は、素晴らしい食体験の改革とも言

える回転ずしに連れて行ってくれました。その時、

これから日本の素晴らしい料理の探求を楽しめるこ

とに気付きました。

　「馬刺しは食べたことがある？」と多くの熊本の

友達に聞かれました。熊本の特産物について少し調

べてみて、生の馬肉、からしレンコンが最もおいし

いく有名であることに驚きました。

　旅行に出掛けると、日本の友達にその地域特有の

食べ物を推薦されたり、おみやげを頼まれたりしま

す。「博多ラーメンを食べてみて」「広島のお好み焼

き（わたしのお気に入り！）と、もみじまんじゅ

う」「長崎のカステラ」「神戸牛（高い！）」「京都の

漬物と八橋」「東京のチョコバナナ」…というように。

日本のその地域の食べ物を経験することは、私の旅

行の楽しみの一つになりました。

　日本について何年後かに思い返せば、友達との楽

しい出来事を思い出すことでしょう。その中には食

べ物についての思い出も多く含まれると思います。

夏に焼肉バーベキューをしたこと、不知火のデコポ

ンをもらったこと、祭りの花火の下でたこ焼きとラ

ーメンを食べたこと、冬に不知火中の先生たちと一

緒にぜんざいと雑煮を食べたこと、夏の暑さを克服

するためにそうめんと黒ゴマアイスを食べたこと…

　アメリカに帰った後も、私は日本の食べ物に夢中

だと思います。いただきます！　うまかばい！

市派遣職員が、今の仕事や市外

から見た宇城市の様子を報告し

ます。今月は熊本県市長会東京

共同事務所の野村烈さんです。

  お仕事は？
  農業で、主にミカン（極早生）とデコポンを
作っています。

  趣味は？
  いろいろあります。特にパッチワークを５年
ほどしており、小物やタペストリーなどを
作っています。

  最近凝っているものはありますか？
  子どもが高校でサッカーをやっており、その
応援にはまっています。

  夢は何ですか？
  子どもの夢の実現に手助けをすることです。
  何かメッセージはありますか？
  健康づくり推進員をしており、今年２月に
ウォーキング大会を企画しました。その時、
コース選定のためにいろいろと調べて、地元
『桂原』が素晴らしい土地という事を再認識し
ました。『蕉夢庵』や『九勝之石』など史跡あ
り、豊かな自然あり、皆さんもぜひ、一度お
いでください。また、自作のパンフレットも
必要ならば差し上げます。

今月は不知火町桂原の石原とも
子さん（４６歳）です。

メリッサ・パウ口先生の

ALTとして
不知火中などで
活躍中！


